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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
に
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
が
区
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
高
市
早
苗
自
民
党
総
裁
が
憲
政
史
上
初
の
女
性
宰
相

と
な
り
、
歴
史
的
な
転
換
点
を
迎
え
ま
し
た
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
高
市
政
権
が
提
唱
す
る
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
の
理
念

の
も
と
、
練
馬
区
が
直
面
す
る
課
題
に
向
き
合
い
、
暮
ら
し
の
安
心

と
将
来
の
成
長
を
見
据
え
た
戦
略
的
な
先
行
投
資
を
推
進
し
、
皆
さ

ま
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
は
、
各
議
員
が
日
々
の
活
動
に
よ
り
得

ら
れ
た
声
を
通
じ
、
区
に
対
し
て
様
々
な
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
、
教
育
、
福
祉
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
重
要
な

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
今
後
も
区
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

特
に
、
防
災
対
策
や
環
境
問
題
は
、
昨
今
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
耐
震
化
の
促
進
、
備
蓄
物
資
の
充
実
や
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
活
用
な
ど
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
う
福
祉
や
医
療
、
介
護
の
充
実

と
、
各
分
野
の
人
材
確
保
・
定
着
支
援
も
急
務
で
す
。
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
・
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
光
が

丘
福
祉
専
門
学
校
と
連
携
し
、
人
材
確
保
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
関
税
や
不
安
定
な
世
界
情
勢
に
よ
る
物
価
高
対
策
も
喫

緊
の
課
題
で
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
な
ど

に
よ
り
区
民
生
活
を
下
支
え
し
な
が
ら
、
区
内
産
業
や
商
店
街
を
支

援
し
、
地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

お
一
人
お
一
人
の
区
民
の
声
を
大
切
に
し
、
共
に
歩
ん
で
ま
い
り

ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
抱
負
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
、
練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
練
馬
区
議
会
公
明
党
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
子
育
て
の
相
談
体
制
の
構
築
を
は
じ
め
、
働
く
世
帯
応
援

の
た
め
の
夏
休
み
等
の
学
童
ク
ラ
ブ
昼
食
提
供
や
、
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
へ
の
取
組
、
区
内
初
と
な
る
介
護
医

療
院
「
光
が
丘
医
療
福
祉
プ
ラ
ザ
」
の
開
設
、
住
ま
い
へ
の
防
犯
機

器
購
入
費
助
成
、
大
江
戸
線
延
伸
の
事
業
化
へ
の
取
組
、
物
価
高
に

よ
る
区
民
生
活
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
対
策
等
、
区
民
生
活
向
上
の

た
め
の
多
岐
に
わ
た
る
施
策
を
精
力
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

練
馬
区
議
会
公
明
党
は
「
小
さ
な
声
を
聴
く
力
」
を
さ
ら
に
磨
き
、

地
域
の
声
を
か
た
ち
に
す
べ
く
、
引
き
続
き
暮
ら
し
の
安
心
、
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
、
防
災
・
減
災
対
策
等
、
区
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
に
密
着
し
た
政
策
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
練
馬
区
で
計
画
し
て
い
た
美

術
館
建
て
替
え
工
事
が
延
期
に
な
り
ま
し
た
が
、
未
だ
方
針
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
建
築
費
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
物

価
高
騰
の
影
響
が
あ
り
、
区
民
の
生
活
の
中
の
困
難
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
交
通
や
工
事
、
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
人
材
不
足
も
深
刻
で
す
。
解
決
す
べ
き
生
活
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
に
、
支
え
が
足
り
て
い
な
い
…
必
要
な
の
は
「
人
」
を
大
切

に
す
る
区
政
で
す
。
今
年
こ
そ
は
区
民
の
生
活
に
根
ざ
し
た
新
し
い

区
政
を
作
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
我
が
会
派
は
物
価
高
騰
へ
の
対
応
を
強
化
し
、

区
民
の
皆
様
の
家
計
負
担
の
軽
減
に
向
け
、
実
効
性
あ
る
政
策
を
着

実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

富
田
け
ん
じ
「
地
域
の
未
来
へ
、
力
強
く
挑
み
続
け
ま
す
。
」

た
か
は
し
純
「
全
世
代
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
政
治
を
！
」

沢
村
信
太
郎
「
対
話
と
提
案
で
区
民
福
祉
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
」

渡
辺
て
る
子
「
誰
も
が
安
心
で
き
る
区
政
を
全
力
で
創
り
ま
す
。
」

石
森
愛
「
い
つ
も
弱
い
方
の
立
場
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
ま
す
。
」

　

本
年
も
、
練
馬
区
議
会
立
憲
民
主
党
に
引
き
続
き
の
ご
指
導
・
ご

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
米
価
も
含
め
物
価
が
高
止
ま
り
し
、
暮
ら
し
の
困
難
が

増
す
一
年
で
し
た
。
今
こ
そ
、
暮
ら
し
に
身
近
な
練
馬
区
が
「
住
民

福
祉
の
増
進
」
に
さ
ら
に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
練
馬
区
で
は
木
造
住
宅
へ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
補
助
の

実
現
や
、
こ
ど
も
食
堂
支
援
の
充
実
な
ど
、
生
活
を
支
え
る
取
組
が

進
み
ま
し
た
。
一
方
で
、
地
域
か
ら
の
見
直
し
を
求
め
る
声
が
多
い

学
校
統
廃
合
や
事
業
費
が
膨
ら
み
続
け
る
区
立
美
術
館
再
整
備
な
ど

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
力
に
教

育
費
や
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
な
ど
暮
ら
し

を
支
え
る
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
へ
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
当
会
派
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
派
は
無
所
属
議
員
（
山
田
か
ず
よ
し
・
倉
田
れ
い
か 

・
井
上
勇
一
郎
）
に
加
え
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
（
西
田
ま
ち
こ 

・
の
だ
さ
ち
こ
）
、
国
民
民
主
党
（
石
黒
た
つ
お
）
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
会
（
水
上
明
子
）
の
７
名
で
結
成
さ
れ
た
合
同
会
派
で
す
。

物
価
高
騰
、
子
育
て
や
教
育
へ
の
負
担
、
防
災
対
策
、
高
齢
化
へ
の

対
応
等
、
課
題
が
複
雑
化
す
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
念
を
曲
げ
ず
力

を
合
わ
せ
、
現
場
の
声
を
大
切
に
政
策
に
反
映
し
て
き
ま
し
た
。
本

年
も
子
育
て
支
援
の
充
実
、
福
祉
と
医
療
の
強
化
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組
み
、
実
行
力

の
あ
る
改
革
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ま
と
、
共
に
。

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
（
15
人
）

未
来
世
代
も
安
心
で
き
る

練
馬
区
政
を
！

練
馬
区
議
会
公
明
党
（
７
人
）

「
人
」
を
大
切
に
で
き
る
区
政
を

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
練
馬
を
め
ざ
す
会
（
３
人
）

物
価
高
対
策
こ
そ
、区
政
の
最
優
先
事
項

練
馬
区
議
会
立
憲
民
主
党
（
５
人
）

区
民
の
声
が
届
く
区
政
に
な
る
よ
う
尽
力

日
本
共
産
党
練
馬
区
議
団
（
５
人
）

区
民
に
寄
り
添
い

実
行
力
の
あ
る
改
革
を

練
馬
区
議
会
無
所
属・都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会・

国
民
民
主
党・ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
会（
７
人
）

議会運営委員会を構成する会派の新年の抱負を掲載しています。各会派の構成については、最終面をご覧ください。

新 春 を 迎 え て
―  各会派の抱負  ―


